





















































［3］エレーラ『フリーダ・カーロ』、278頁（Herrera, Frida, pp. 239–240）。
［4］アニタ・ブレンナーは著書の中でメキシコ人にとって「奇跡とは真実のポートレ－トで」
あり、「奇跡の表現は人物の写真のように（中略）ありのままを描いた、現実の深い認識であっ
た」と述べている。Anita Brenner, Idols Behind Altars: Modern Mexican Art and Its Cultural Roots 



























































［5］エレーラ『フリーダ・カーロ』、297頁（Herrera, Frida, p. 255）。
［6］Frida Kahlo, e Diary of Frida Kahlo: An Intimate Self-Portrait, Carlos Fuentes and Sarah M. 
Lowe eds., New York: H.N. Abrams, Mexico: La Vaca Independiente S.A. de C.V., 1995, plate 58. 






























そのリアリズムは壮大で、全てが n次元を持つ」と語る。Diego Rivera, Frida Kahlo y el arte 



























う 4本の宇宙樹と、それら 4本を融合した 1本の世界の中心たる巨木からなる［9］。
［8］ディエゴはフリーダについて「自身と世界の背景を、同時に描いた」と評価している。Rivera, 







典』、増田義郎監修、武井摩利訳、東洋書林、2000年、191–192頁（Mary Ellen Miller and Karl 
Taube, An Illustrated Dictionary of the Gods and Symbols of Ancient Mexico and the Maya, London: 






















［10］ミラー、タウベ『図説マヤ・アステカ神話宗教事典』、212頁（Miller and Taube, An Illustrated 
Dictionary of the Gods and Symbols of Ancient Mexico and the Maya, p. 160）。
［11］後古典期メキシコ中央部で支配者、妖術師、戦士を司った全能の神、夜の神、運命の神。ミ
ラー、タウベ『図説マヤ・アステカ神話宗教事典』、119–121頁（Miller and Taube, An Illustrated 
Dictionary of the Gods and Symbols of Ancient Mexico and the Maya, pp. 164–165）。
［12］メソアメリカにおいて古くから崇拝される神。風、夜明け、生成の神。ミラー、タウベ
『図説マヤ・アステカ神話宗教事典』、227–229頁（Miller and Taube, An Illustrated Dictionary of 
the Gods and Symbols of Ancient Mexico and the Maya, pp. 140–141）。
［13］ミラー、タウベ『図説マヤ・アステカ神話宗教事典』、199–203頁（Miller and Taube, An 

































Kahlo y el arte mexicano, p. 97.
［16］Brenner, Idols Behind Altars, p. 157.
［17］Brenner, Idols Behind Altars, p. 170.
［18］ディエゴはフリーダの絵画について「フリーダの描くものはレタブロであって、そうでは
ない。また、他のいかなるものにも似ていない」と言及している。Rivera, Frida Kahlo y el arte 



































































［20］エレーラ『フリーダ・カーロ』、160–161頁（Herrera, Frida, p. 138）。またフリーダの日






























『フリーダ・カーロ』、151頁（Herrera, Frida, p. 129）。
［22］心臓については以下を参照のこと。ミラー、タウベ『図説マヤ・アステカ神話宗教事典』、
184–185頁（Miller and Taube, An Illustrated Dictionary of the Gods and Symbols of Ancient Mexico 


































































［26］エレーラ『フリーダ・カーロ』、275頁（Herrera, Frida, p. 237）。
［27］二面性についての思想は以下参照。ミラー、タウベ『図説マヤ・アステカ神話宗教事典』、
250–252頁（Miller and Taube, An Illustrated Dictionary of the Gods and Symbols of Ancient Mexico 




























Mexican and Central American Mythology, edited by Cottie Burland, New rev. ed. New York: P. 




































［30］Erika Billeter ed., The World of Frida Kahlo: The Blue House, Washington: University of 
Washington Press in association with Museum of Fine Arts, Houston, 1993, p. 116.
［図7］《乳母と私》 





























































［32］Kahlo, e Diary of Frida Kahlo, plate 21–24.エレーラ『フリーダ・カーロ』、361–362頁
（Herrera, Frida, pp. 310–311）。
［図8］《愛は抱擁する、宇宙、大地（メキシコ）、
ディエゴ、私、セニョール・ソロツルを》
























話宗教事典』、269–270頁（Miller and Taube, An Illustrated Dictionary of the Gods and Symbols of 









































































Freud, Der Mann Moses und die monotheistische Religion, Amsterdam: Allert de Lange, 1939）。
［図9］《モーゼ》 



























［38］Erika, e World of Frida Kahlo, p. 154.
［39］ミラー、タウベ『図説マヤ・アステカ神話宗教事典』、215–216頁（Miller and Taube, An 
Illustrated Dictionary of the Gods and Symbols of Ancient Mexico and the Maya, pp. 177–178）。
［40］ミラー、タウベ『図説マヤ・アステカ神話宗教事典』、149頁（Miller and Taube, An Illustrated 
Dictionary of the Gods and Symbols of Ancient Mexico and the Maya, pp. 68–72）。
［41］Erika, e World of Frida Kahlo, p. 154.《モーゼ》に関するフリーダの講演録は以下の文献
を参照のこと。Raquel Tibol, Escrituras / Frida Kahlo ; selección, proemio y notas, México: Universidad 

































1954年、メゾナイトに油彩、59.5 x 50.8 cm、メキ
シコシティ 、 フリーダ・カーロミュージアム蔵
050 フリーダ・カーロ｜小松いつか
とのできない想像世界へと我々を導く。フリーダは、絵を描く行為そのものが創造
から想像への分け隔てることのできない循環を表すものであるということを理解し
ていた。目に見えるものを描くことは同時に、物質が形成されるまでの時間を創造
しているということでもある。彼女が描いた現実は個人の出来事を超え、生命の形
成段階を物語る壮大な神話となる。
　絶望的な状況の中、生命の活力を描く行為は大変奇異な衝動に駆り立てられた行い
に見える。しかしながら、フリーダは絵画の性質が、肉体の痛みから最大の救済を得
るものであるということを知っていた。また痛みの経験と神々の想像世界に自身を
反映させることで、フリーダは肉体の痛みを現在に留めるのではなく、各フレーム
内に表していく。この運動によって、個人の物語に神話性が生まれる。フリーダが
地上から離れた現在、絵の中に残された〈フリーダ〉は我々に見られることによっ
て、より崇高なものへと高められる。絵画には本来、生命循環を置くのにふさわし
い、フレームと色という場が用意されていた。フリーダは自身の痛みを描くことに
よって絵画本来の性質を理解し、表していたのである。
　本稿は、フリーダが作品に描く自身の身体は植物的な生との繫がりを強く表し、
この植物的な繫がりが生命の循環を示唆するものであることを見てきた。フリーダ
は乳房の内にある乳腺に至るまで詳細に描くことで、人間の身体を形成している植
物性を露にする。また、彼女が自画像を描く理由は生命の循環を提示することでフ
リーダという一生命を神格化し、死と隣り合わせにあった彼女の肉体を永遠回帰の
ものとするという行為にある。
　フリーダは、フレームに生成物としての〈フリーダ〉を配置する。この時、〈フ
リーダ〉は世界の中心である宇宙樹の内部へと向かうための道となる。それは、絵の
中の世界と現実世界とを葉脈を介して地続きにする植物的な思想であった。この互
いに繫ぎあう世界が、フリーダの主張する現実である。フリーダの絵画は、痛みか
ら生まれる血液の流れや身体内を巡る植物的な生といった、絶えざる循環のイメー
ジを表す。このことから作品内に流動する時間をもたらすことに成功し、その永続
性は個人の物語を超えて共有することの出来る生命の運動を我々に与える。フリー
ダの絵の前に立つものは根という臍帯の行方を追う。この臍帯は絵の奥へ、そして
観察者の内部へと続いている。
　フリーダ・カーロの描く作品には神への奉納画としての側面があり、彼女にとっ
て描くことは自身を神聖な世界へと導く手段であった。また、フリーダの絵画に表
れる植物的な生の表現はメソアメリカの伝統的な思想に裏付けられていたと考えら
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［付記］
本稿は、2014年度の立教大学学術推進特別重点資金（立教 SFR）から助成を受けて行われたも
のである（課題名「フリーダ・カーロ─人間身体から植物への擬態─生命の循環─」）。掲載に
あたり、貴重なコメントを頂いた匿名査読者の先生方、並びに、発表の機会を与えてください
ました『立教映像身体学研究』編集委員会の皆様に厚く御礼申し上げます。
れる。このことからメキシコを中心として、ラテンアメリカ文化圏における奉納画
の思想を検証し、メソアメリカの神話と神々、死にたいする思想を調査することで、
神話思想の根幹に関わる植物的な生がフリーダの絵画表現にどのような影響を与え
たのか、更なる考察を行うことが今後の課題である。
